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No. 対象資料 試片の数 備考
1 古蹟 23328 漆器片 4 点 2 個体の漆器と推定される
2 古蹟 23338 漆器片 2 点 赤い漆片 1 点、黒い漆片 1 点
3 古蹟 23381 漆器片 1 点 黒い漆片 1 点
4 古蹟 23405 漆器片 1 点 赤い漆片 1 点
5 古蹟 23479 漆器片 2 点 赤い漆片 1 点、黒い漆片 1 点
6 古蹟 23492 漆器片 2 点 赤い漆片 1 点、黒い漆片 1 点
7 古蹟 23497 漆器片 2 点 赤い漆片 1 点、黒い漆片 1 点
表 1　調査対象
Ⅲ .結果
3.1. 古蹟 23328 漆器片
　合計 4 点の試料片を採取して調査した。4 点の si
試片は漆技法がそれぞれ異なっていたことからみ
て、最低でも漆器 2 個体が混じっていることが分
かる。下地漆 ( 初漆 ) なく製作した 2 点の試験片が
1 個体とみられ ( 写真 1,2)、下地漆上にそれぞれ漆
層と顔料層が存在する 2 点の試験片が別の 1 個体
とみられる ( 写真 3,4)。2 個体とも赤色の漆には辰
砂 (HgS)( 表 2,3) が使用されていた。2 個体とも内
面には赤色の漆を施し、外面には黒色の漆を施した
写真 1　黒色漆片の顕微鏡写真 写真 2　赤色漆片の顕微鏡写真
写真 3　黒色漆片の顕微鏡写真 写真 4　赤色漆片の顕微鏡写真





3.2. 古蹟 23338 漆器片
　2 点の試験片を調査した。一片は下地漆上に漆を
写真 5　黒色漆片の顕微鏡写真 写真 6　赤色漆片の顕微鏡写真
表 4　写真 5の顔料層 SEM-EDS 分析の結果 写真 7　黒色漆片の顕微鏡写真
古蹟 23338 古蹟 23381
写真 8　赤色漆片の顕微鏡写真 写真 9　赤色漆片の偏光顕微鏡写真
古蹟 23405
表 5　赤色漆片顔料層の SEM-EDS 分析の結果 表 6　赤色漆片下地漆の SEM-EDS 分析の結果
2 回かけ ( 写真 5)、赤い漆片は下地漆を施した上に












色を付けたものとみられる ( 写真 7)。
3.4. 古蹟 23405 漆器片
　赤色の漆片 1 点を使用して調査した。2 層の下
地層であり、その上に辰砂 (HgS) を混ぜた赤い漆を
塗って製作されている ( 表 5)。特に下の下地層は
SEM-EDS 分析の結果、燐 (P) とカルシウム (Ca) が
検出され、骨粉を使用したことを確認した ( 表 6)。
そしてその上に土粉を混ぜた下地漆を施している
( 写真 9)。
3.5. 古蹟 23479 漆器片
　下地漆上に漆を 2 回塗ったもの ( 写真 10)、赤色
顔料に辰砂 (HgS) を使用したもの ( 表 7) を比較す
ると、「3.2. 古蹟 23338」のような方式で製作され
たことが分かる。




表 7　赤色漆片顔料層の SEM-EDS 分析の結果
古蹟 23492
写真 12　黒色漆片の顕微鏡写真 写真 13　赤色漆片の顕微鏡写真




に製作したもので ( 写真 12)、赤色漆片は 2 層の下
地漆を施し、その上に辰砂 (HgS) を使用した赤い漆
を施したものである ( 表 8, 写真 13)。2 層のうち下
層は骨粉を使用しており、その上に土粉を混ぜた下
地漆を施している ( 表 9, 写真 12)。
3.7. 古蹟 23497 漆器片
　2 点の試験片を調査した。黒色漆片 ( 訳 2 は底面に
意図的に黒色顔料を塗り、その上に漆を 3 回かけ
て製作している ( 写真 14)。赤色漆片は 2 層の下地
漆を施し、その上に辰砂 (HgS) を混ぜた赤い漆をか
けている ( 表 10)。2 層のうち下層は骨粉を使用し、
その上に土粉を混ぜた下地を施している ( 表 11, 写
真 15)。
古蹟 23497
写真 14　黒色漆片の顕微鏡写真 写真 15　赤色漆片の顕微鏡写真
表 10　写真 15 顔料層の SEM-EDS 分析の結果 表 11　写真 15 下地層の SEM-EDS 分析の結果
連番 対象資料 結　果
1 古蹟 23328 漆器片 2 個体 : 下地漆ない 1 個体 ( 木心漆器 ), 下地漆 ( 土粉 + 骨粉 )1 個体 , 顔料 ( 辰砂 )
2 古蹟 23338 漆器片 下地漆 ( 土粉 ), 顔料 ( 辰砂 )
3 古蹟 23381 漆器片 下地漆なし ( 木心漆器 ), 顔料 ( 不検出 )
4 古蹟 23405 漆器片 下地漆 ( 骨粉の上に土粉 ), 顔料 ( 辰砂 )
5 古蹟 23479 漆器片 下地漆 ( 土粉 ), 顔料 ( 辰砂 )
6 古蹟 23492 漆器片 下地漆 ( 骨粉の上に土粉 ), 顔料 ( 辰砂 )




下地漆がない木心漆器製作方法 ( 古蹟 23328-1 個
体 , 古蹟 23381, 古蹟 23497-1 個体 ) と下地漆の
あるもの ( 古蹟 23328-1 個体 , 古蹟 23338, 古蹟
23405, 古蹟 23479, 古蹟 23492, 古蹟 23497-1 個
























　調査過程で対象資料 7 点 ( 登録番号に基づく ) の






訳 1) 原文キャプションは「表 3　写真 5
8
の顔料層 SEM-
EDS 分析の結果」とあるが、写真 5 は後述される古
蹟 23338 のものであり、ここで述べられている古蹟
23328 のものではないので誤り。本文 (p.160 左 , 下




写真 16　楽浪出土の漆耳杯 写真 17　漆耳杯の外面
また掲載図も表 2 と誤って重複している可能性があ
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『慶州金冠塚 (遺物篇 )』15 頁：
















籙 ) がある [ 本号 ,p.9]。論文中に「鬼面の
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